
第 95回 草津市障害児(者)自立支援協議会 定例会議（令和６年度）                      

                日時：令和６年９月１９日（木）午前 9：30～11：30 

                               場所：草津市役所２階 特大会議室（ステージ側）室 

開会  

   

１．活動報告 

  ⑴前回の定例会議の報告 

⑵相談支援部会 

  ⑶子ども支援部会 

  ⑷湖南圏域の自立支援協議会の報告 

    ・強度行動障害支援ネット 

    ・重症心身障害児（者）・医療的ケア児等支援推進チーム 

    ・地域生活支援拠点整備事業  

・就労選択支援プロジェクト  資料１ 

  ⑸その他 

         

２．トピック 

テーマ   「子ども（障害児）の支援について」 

『早期からの支援を活かす連携の重要性』 
    報告者  

⑴ 発達支援センター掛田氏の報告  資料２ 

◆小中学校の特別支援教育の取り組み 

◆発達支援センターの役割、教育と福祉の連携 

 

⑵ 相談支援事業所 おひさまはうす 中村氏の報告 資料３ 

◆障害児相談支援の役割 

 

⑶ 発達支援センター倉田氏の報告 資料４ 

◆学校と事業所の連携 

◆サービスの周知等 

 

⑷  会場からの質問・意見交換 

 

 まとめ 

                                                      -9：4０分― 

（今後の開催案内） 

令和６年度 今後の草津市障害児(者)自立支援協議会の日程   

① 令和６年 11月 14日（木）9：30～11：30（定例会議）草津市役所２階 特大会議室 

② 令和７年 1月 24日（金）9：30～11：30（研修会） -草津市役所２階 特大会議室 

③ 令和７年 3月 21日（金）9：30～11：30（定例会議）・草津市役所２階 特大会議室 

 



 R6年度 草津市自立支援協議会 部会・プロジェクト活動報告  

部会・ＰＪ名 相談支援部会   （会 場）草津市障害者福祉センター 報告者 熊越・事務局 

部会長 熊越（ほっとココ） 

副部会長 中村（おひさまはうす） 

構成機関 

 

風、歩歩、大地、わかたけ、ディフェンス、クロスロード、おひさまハウス、アザレア、はたらこっと、 

ぽアソ、栄寛、レモネード草津、風彩、ほっとココ、 ビバーク、ポピンズ、りんくる（新規） 

草津市発達支援センター、    草津市障害福祉課、基幹相談支援センター 

事務局 草津市基幹相談支援センター（中村・寺嶋） 

今年度のねらい 
●地域課題の共有と検討、情報共有                                                         

●ケース支援に関に対するプランやその効果の検討 

回数・開催日時 年間 6回開催 （開催時間はいづれも 13：30～15：30） 

【第３回】 

R６年 

８月２８日（水） 

 

〇参加数：1７名 

〇参加機関数： 

１３事業所 

（機関） 

〇欠席： 

７事業所 

 

【内 容】 

〇前半は情報共有（13：30～14：30） 

・草津市経営戦略課からの事業説明：体験型スマートフォン講習会の案内（バリアフリー対応で車

椅子の方も対象拡大） 

・自己紹介・新規事業所の紹介  ・各事業所の現状報告   

・相談支援事業所の安定経営に関する意見交換について（今後の予定） 

・相談支援事業所を利用される方との利用に係る周知等の仕方について 

〇後半は事例検討（14：30～15：30） 

・事例を用いた効果的なサービス利用計画書及びモニタリング表運用の検討会 

事例提供者：相談支援事業所「大地」白井氏 

  ・対象者は、若い頃に精神疾患を発病し、現在一人暮らしの 60代半ばの男性 

    ＤＶＤや本など自分の趣味の物に財産を散在し、家の中は著しく物であふれて片付けることがで

きない。家族とは疎遠になっている。ヘルパーの支援など調整するも人との関係性がうまくでき

ず支援を拒否。本人と連携が取れるのは相談支援専門員と、通所作業所の職員のみ。 

  ・ヘルパー支援等居宅サービスの利用を拡大していきたいが、利用に時間を要しているケース。 

  ・経過措置として、相談支援専門員と作業所の職員が訪問看護の代わりの服薬観察、居宅サー

ビスのつながるまでの期間として暫定的に家の中の片付けの手伝いなどをしている。 

 【意見交換】 

   ・精神障害者の方の場合、対人関係に壁があり支援者との新しい関係性を結ぶことが難しい事

例が少なくない。 

   ・途中で支援を途切れてしまうこともあり、この事例の様に相談支援専門員や通所先の職員が

報酬のない制度の隙間の支援で本人をフォローしている現状がある。 

  ・今回のサービス等利用計画はこのように可視化しにくく、報酬に繋がらない相談員の動きをきち

んと計画書に記入し、位置付けて、次の段階につなぐことを明確に表しているところがとても参

考になった。 

  ・相談支援事業所の報酬単価の低さや目に見えにくい行為について、黙殺せず事例を積みあが

ることによってそこに何らかの工夫や、行為に対する手立ての創設などに結びつく検討材料に

なる好事例検討であった。  

今後の対応 次回は、10月 23日（水）13：30～15：30  事例提供者：はたらこっと  の予定 

今年度はこのように事例検討の積み重ねを実施する。 



令和６年度報告 

◆子ども支援部会、関係会議 

障害児相談支援事業所連絡会 

【目的・内容】 

児童を主に担当する障害児相談支援事業所で相談支援の現状や課題を協議する。 

【参加機関】 

 主に児童を担当する障害児相談支援事業所（おひさまはうす、風彩、レモネード草津、Ｂｉｖ

ｏｕａｃ、りんくる、ポピンズ）、基幹相談支援センター、発達支援センター 

日程 内容 

８月２９日 ・相談支援を実施している市の窓口の紹介 

・新規ケースを相談支援事業所へ紹介する時の情報提供 

・要対協ケースについて障害児相談支援事業所の関わり 

・児童発達支援や保育所等訪問支援の支給決定の考え方 

・申請や補助金申請の簡略化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

湖南圏域の専門部会の動き 

 

●（前回）７月 22 日草津市障害児（者）自立支援協議会定例会においての進路      

部会の報告（要旨） 

 

１．2023 年度卒業生の進路状況について、各学校が報告を行った。現状、特に      

大きな問題はなく、進んでいる。 

２．2024 年度 3 年生の進路状況について、各学校が報告を行った。3 年生につ      

いては、今後実習を重ねて進路決定に進んでいく。 

３．各事業所から受け入れ人数等についての報告があった。 
 

報告者：草津養護学校 西川 
 

































№ 所　　属
担当者

（敬称略）
内　　容

1 リハスワーク草津
坂井　良輔
阪上　里絵

新規開所にともなう、事業所の案内

2 ウエルメント草津 小寺　　浩 事業所の案内

3 合同会社ふくろう 北川　　孝
ビストロ向日葵会報
向日葵通信8月号

4 LITALICOワークス草津 赤井紗綾香
学生対象体験会、全対象者オンライン体験会＆
ピアトークのお知らせ

5 レモネードキッズ草津 黒木　純子 事業所の案内

6 ディーキャリア草津オフィス 中川　美乃
ディーキャリア草津オフィス事業所の見学会の案内
(2024年10月23日（水））

7 滋賀県社会就労事業振興センター 平岡　章博
『働く』1歩をここから
ビルメンテナンス研修受講生募集の案内

8 成年後見センターもだま 濱口　裕美
高齢者･障がい者　なんでも相談会
（2024年11月16日（土）　/栗東市役所）

9 草津手をつなぐ育成会 中島由里子
草津市協働チャレンジ事業「びわこ☆めだか隊」出前講座
てとて新聞9月号

10 草津市健康増進課
伊藤沙弥佳
竹本　　芽衣

令和6年度草津市ゲートキーパー養成研修
「あなたと大切な人の”こころ”を考える時間　」
（2024年10月22日（火）/草津市役所2階特大会議室）

11 草津市立西一会館 村松　　陽
元不登校バンド「JERRYBEANSU」がおくる
心の講演ライブの案内（2024年9月28日（土）/西一会館）

12 草津市基幹相談支援センター
中村　宗寛
寺嶋　博子

令和6年度障害児・者相談員のスキルアップ研修のご案内と
参加者募集
（1回目/2024年10月8日(火)
2回目/2024年11月21日(木）　　障害者福祉センター）

令和６年度草津市障害児（者）自立支援協議会定例会議（第95回）

事業所・活動　紹介












































































